第105回 日立工業専修学校 卒業の皆さんへ
日工同窓会　代表副会長　永村　修一
105回生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。また、保護者の皆様、学校関係者の皆様にも心よりお祝いを申し上げます。
今回は、新型コロナウイルスの対応で、卒業式には出席が叶いませんでしたが、直ぐに会社で、一緒に仕事が出来ることを、非常に楽しみにしています。
皆さんは、昨年10月から、つい先日まで、配属が予定されている工場にて、工場実習を経験し、最後には立派な実習体験発表会まで経験されています。会社に配属されれば、即戦力での会社生活が待っています。
卒業という大きな節目を迎え、今までの学校生活を振り返り、夜中まで勉強した苦しみや、皆で一つになってやり遂げた部活動、休みの日の友人との楽しい時間など、3年間の短い時間の中で、過ぎ去ったことが色々と思い出せると思います。今日から入社までの時間は少しの休憩時間です。是非、振返って頂ければと思います。
　2020年、日本では東京オリンピック・パラリンピックが開催されますが、グローバル化を目標にするのではなく、グローバルな社会で、どの様に生きて行くのかが課題となっていると感じます。当然、世界の国境という壁は低くなり、ダイバーシティーを身近に感じる様に、人種や言葉ではなく、人間同士がどの様に一つになれるかが問われ始めています。この急速に変わっていく世界ですが、変わって良い物と、残さなければならない物は、明確にあると思います。
その中には100年を超える歴史をもつ日専校で、勉強だけではなく、寮生活を含め、心身共に学んだ絆は、絶対に残していかなければなりません。幸い、この学校には、100年の歴史をもつ同窓会があり、当然、配属された職場には頼りになる先輩方が沢山います。先輩方は、皆さんとの仕事を心待ちにしています。私達は、会社の先輩として、少し先に人生という道を歩いた人として、これから歩む会社生活において、少しは力になれると思います。もし思い悩むことや迷うことがあれば、相談してみてください。是非、困ったときに同窓会の先輩方を頼ってください。皆さん達からすると、先輩と聞くと、正直、面倒くさいなあと感じることもあるでしょうが、少し勇気を出すだけで、良い答えが待っていると思います。
　最後に、友人も大切にしてください。きっと20年後、30年後に一番頼れる存在になるでしょう。日専校での生活で養った協調性や団結心は、これからの一生ものになると思います。同窓会としても、バックアップを約束しますので、思いっきり会社生活を楽しんでください。
簡単でありますが、日工同窓会を代表してのお祝いとさせていただきます。
105回生の皆さん、ご卒業おめでとうございます。
